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俳
句
雑
誌
『
雪
』
と
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
の
関
わ
り

―
―
増
田
恆
河
の
季
語
論
を
中
心
に
―
―

白

石

佳

和

一
　
問
題
の
所
在
―
俳
句
雑
誌
『
雪
』
と
増
田
恆
河
の
関
わ
り

『
雪
』
は
、
一
九
七
七
年
一
〇
月
、
新
潟
県
亀
田
町
（
現
新
潟
市
）
で

創
刊
さ
れ
た
月
刊
俳
句
雑
誌
で
あ
る
。
二
〇
二
二
年
二
月
に
通
巻
五
三
三

号
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
主
宰
の
選
句
・
句
評
、
主
宰
の
巻
頭
言
、
同
人

の
投
稿
記
事
・
た
よ
り
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
一
般
的
な
俳
句
雑
誌
で

あ
る
。
新
潟
を
拠
点
と
す
る
地
方
の
俳
句
雑
誌
で
は
あ
る
が
、
創
刊
当

初
か
ら
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
数
十
名
所
属
し
て
い
た
。『
雪
』
は
高
野
素

十
（
一
八
九
三
〜
一
九
七
六
）
が
主
宰
し
た
俳
句
雑
誌
『
芹
』
の
後
継
誌

と
し
て
創
刊
さ
れ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
最
大
の
俳
句
結
社
『
木
蔭
』
を
主
宰
し

た
佐
藤
念
腹
が
ブ
ラ
ジ
ル
渡
航
以
前
に
高
野
素
十
と
親
し
く
、
そ
の
縁
で

『
芹
』
に
所
属
し
て
い
た
念
腹
門
下
の
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
俳
人
が
合
流
し
た

の
で
あ
る
（
1
）。

そ
の
一
人
に
増
田
恆
河
が
い
た
。

増
田
恆
河
（
一
九
一
一
〜
二
〇
〇
八
）
は
一
九
一
一
年
香
川
県
に
生
ま

れ
、
一
九
二
九
年
（
十
八
歳
）
に
家
族
と
と
も
に
渡
伯
し
た
。
一
九
三
五

年
（
二
十
四
歳
）
よ
り
ホ
ト
ト
ギ
ス
派
俳
人
の
佐
藤
念
腹
に
師
事
し
、

五
〇
年
間
日
本
語
で
俳
句
活
動
を
行
な
っ
た
。
一
九
八
七
年
（
七
十
六

歳
）
か
ら
グ
レ
ミ
オ
・
ハ
イ
カ
イ
・
イ
ペ
ー
（
イ
ペ
ー
ハ
イ
カ
イ
同
好
会
）

の
創
立
に
関
わ
り
、
季
語
を
取
り
入
れ
五
七
五
の
定
型
を
守
る
有
季
の
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
ハ
イ
カ
イ
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
俳
句
、
以
下
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ

カ
イ
）
を
提
唱
し
た
。
二
〇
〇
四
年
に
は
国
際
ハ
イ
ク
へ
の
貢
献
が
認
め

ら
れ
正
岡
子
規
国
際
俳
句
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
代
表
的
な
著
書
に
、
日

本
語
歳
時
記
『
ブ
ラ
ジ
ル
俳
句
・
季
語
集
　
自
然
諷
詠
』（
サ
ン
パ
ウ
ロ
、

日
伯
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
）、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
歳
時
記
『N

atureza- 

Berço  D
o H

aicai  K
igologia e Antologia

』
が
あ
る
（
2
）。

　
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
長
い
間
日
本
の
移
民
に
よ
る
日
本
語
の
俳
句
（
以
後
、

日
系
俳
句
）
と
フ
ラ
ン
ス
経
由
で
も
た
ら
さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ

が
並
立
し
て
い
た
。
そ
の
後
日
系
俳
句
の
花
鳥
諷
詠
の
考
え
方
が
ブ
ラ

ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
に
持
ち
込
ま
れ
た
「
日
本
文
化
の
新
展
開
」（
久
冨
木
原

二
〇
二
〇
）
が
あ
っ
た
こ
と
が
ブ
ラ
ジ
ル
国
際
ハ
イ
ク
の
大
き
な
特
徴
と
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し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
3
）。

そ
の
新
展
開
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
っ
た
の
が

増
田
恆
河
で
あ
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
俳
句
の
先
行
研
究
と
し
て
細
川
周
平
（
二
〇
一
三
）
と
藤

原
マ
リ
子
（
二
〇
一
二
）
が
あ
る
が
、
日
系
俳
句
側
の
視
点
か
ら
の
考
察

で
あ
っ
た
（
4
）。

こ
れ
ま
で
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
に
つ
い
て
の
日
本
語
資
料
は
、

恆
河
が
『
俳
句
文
学
館
紀
要
』
四
、八
、九
号
に
寄
稿
し
た
一
連
の
論
考
の

み
で
あ
っ
た
。

　
筆
者
は
ト
イ
ダ
・
久
冨
木
原
が
指
摘
す
る
新
展
開
の
有
季
ブ
ラ
ジ
ル
ハ

イ
カ
イ
の
特
徴
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
拙
著
（
二
〇
二
一
ａ
、

二
〇
二
一
ｂ
）
で
増
田
恆
河
の
日
本
語
歳
時
記
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
歳
時
記

を
比
較
・
分
析
し
た
（
5
）。

そ
の
結
果
、
日
本
語
歳
時
記
と
比
較
し
て
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
歳
時
記
で
は
、
日
本
特
有
の
詩
情
・
感
覚
を
持
つ
季
語
（
山
笑
う
、

う
ら
ら
か
、「
子
規
忌
」
な
ど
の
忌
日
）
が
恣
意
的
に
取
り
除
か
れ
、
季

語
解
説
に
ブ
ラ
ジ
ル
的
な
詩
情
・
感
覚
を
記
述
す
る
努
力
が
見
ら
れ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
日
系
俳
句
の
日
本
語
歳
時
記
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

歳
時
記
を
編
纂
す
る
過
程
に
お
い
て
季
語
論
の
変
容
が
あ
っ
た
こ
と
が
確

認
で
き
た
。

　
さ
ら
に
、
増
田
の
活
動
の
資
料
を
収
集
す
る
過
程
で
、
増
田
恆
河
が
創

立
当
初
か
ら
参
加
し
て
い
る
日
本
の
俳
句
雑
誌
『
雪
』
に
グ
レ
ミ
オ
・
ハ

イ
カ
イ
・
イ
ペ
ー
で
の
活
動
の
様
子
が
う
か
が
え
る
記
事
が
多
く
掲
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
雪
』
で
得
ら
れ

た
情
報
を
も
と
に
増
田
恆
河
の
グ
レ
ミ
オ
・
ハ
イ
カ
イ
・
イ
ペ
ー
で
の

活
動
、
特
に
季
語
論
形
成
に
お
け
る
思
想
の
変
遷
過
程
を
分
析
し
つ
つ
、

『
雪
』
が
有
季
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
明
ら
か
に

し
た
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
俳
句
界
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
派
の
伝
統
俳
句
を
根

付
か
せ
た
の
は
、「
畑
打
っ
て
俳
諧
国
を
拓
く
べ
し
」
と
い
う
餞
の
俳
句

を
高
浜
虚
子
か
ら
贈
ら
れ
た
佐
藤
念
腹
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
伝
統
俳

句
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
に
「
移
植
」
し
た
の
が
ほ
か

な
ら
ぬ
増
田
恆
河
で
あ
っ
た
。

二
　『
雪
』
と
村
松
紅
花
、
増
田
恆
河
の
関
係

　『
雪
』
創
刊
号
巻
頭
は
村
松
紅
花
に
宛
て
た
増
田
恆
河
の
手
紙
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
高
野
素
十
の
死
で
終
刊
に
な
っ
た
『
芹
』

に
代
わ
り
、『
雪
』
と
い
う
俳
誌
が
誕
生
し
た
こ
と
を
喜
ん
だ
も
の
で
あ

る
。
村
松
紅
花
は
、
こ
の
増
田
の
手
紙
の
紹
介
に
よ
っ
て
高
野
素
十
逝
去

の
悲
し
み
を
日
本
在
住
の
俳
人
だ
け
で
な
く
ブ
ラ
ジ
ル
在
住
の
佐
藤
念
腹

門
下
の
俳
人
た
ち
も
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
こ
の
雑
誌
が
日
本
国

内
だ
け
で
な
く
ブ
ラ
ジ
ル
に
も
目
を
向
け
て
い
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。
ま

た
こ
の
巻
頭
言
か
ら
は
、
す
で
に
『
雪
』
創
刊
の
時
点
で
増
田
恆
河
と
村

松
紅
花
の
間
に
深
い
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
村
松
紅
花
（
一
九
二
一
〜
二
〇
〇
九
）
は
、
長
野
県
生
ま
れ
、
本
名
友

次
、
俳
人
・
俳
文
学
者
で
あ
っ
た
。
小
諸
疎
開
時
に
高
浜
虚
子
に
師
事
、
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そ
の
後
高
野
素
十
に
師
事
し
た
。『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
同
人
で
あ
り
、
俳
誌

『
雪
』
の
主
宰
を
創
刊
号
か
ら
二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年
一
〇
月
号
通

巻
三
三
七
号
ま
で
務
め
た
。
近
世
俳
文
学
を
専
門
に
研
究
し
、
芭
蕉
・
蕪

村
の
研
究
に
多
く
の
業
績
が
あ
る
。
戦
前
、
満
州
鉄
道
に
就
職
し
ハ
ル
ビ

ン
市
に
派
遣
さ
れ
、
ロ
シ
ア
語
を
習
得
し
た
経
験
を
持
つ
。

　『
雪
』
に
は
、
国
際
色
豊
か
な
記
事
が
多
か
っ
た
。
村
松
の
方
針
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
同
人
の
投
稿
・
た
よ
り
は
言
う
ま
で

も
な
く
、
ア
メ
リ
カ
ハ
イ
ク
の
紹
介
、
Ｒ
・
Ｈ
・
ブ
ラ
イ
ス
の
紹
介
し
た

素
十
の
俳
句
、
リ
ヒ
テ
ル
ズ
直
子
の
オ
ラ
ン
ダ
歳
時
記
連
載
な
ど
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
村
松
が
翻
訳
し
た
Ｒ
・
Ｈ
・
ブ
ラ
イ
ス
著
『
俳
句
』
は
、『
雪
』

一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
九
月
号
よ
り
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年

一
〇
月
号
ま
で
五
十
八
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
6
）。

こ
の

よ
う
な
『
雪
』
の
国
際
性
は
、
増
田
恆
河
が
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
に
関
わ

る
き
っ
か
け
に
影
響
を
与
え
て
い
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
村
松
を
含
め
た

『
雪
』
の
同
人
一
行
が
一
九
八
二
年
と
一
九
九
一
年
の
二
回
、
ブ
ラ
ジ
ル

を
訪
れ
て
い
る
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
国
際
的
な
記
事
の
中
で
、
増
田
恆
河
の
記
事
の
多
さ
は
突
出

し
て
い
る
。
筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
、
増
田
恆
河
の
投
句
は
一
九
七
七

年
の
創
刊
号
か
ら
二
〇
〇
四
年
ま
で
ほ
ぼ
毎
号
、
エ
ッ
セ
イ
の
投
稿
は

二
〇
〇
五
年
ご
ろ
ま
で
確
認
で
き
る
。
投
句
を
除
く
増
田
恆
河
の
記
事

の
掲
載
回
数
は
一
八
〇
回
、
そ
の
内
訳
は
、
増
田
恆
河
か
ら
村
松
紅
花

に
宛
て
た
手
紙
二
十
七
、
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
に
つ
い
て
の
報
告
記
事

四
十
七
、
論
考
の
連
載
（
他
雑
誌
か
ら
の
転
載
含
む
）
二
十
二
、
雑
文
・

エ
ッ
セ
イ
二
十
九
、
連
句
鑑
賞
三
、
ブ
ラ
ジ
ル
連
句
五
十
二
で
あ
る
（
7
）。

こ

の
う
ち
、
論
考
の
連
載
、
ブ
ラ
ジ
ル
連
句
に
関
す
る
も
の
は
本
論
文
で
は

対
象
外
と
し
、
村
松
紅
花
宛
の
手
紙
、
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
に
つ
い
て
の

報
告
記
事
、
雑
文
・
エ
ッ
セ
イ
を
主
な
検
討
対
象
と
す
る
。

　
な
お
、
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
に
つ
い
て
の
報
告
記
事
は
、
ほ
と
ん
ど
が

ブ
ラ
ジ
ル
の
邦
字
新
聞
か
ら
の
転
載
と
思
わ
れ
る
。
四
十
七
件
の
う
ち

二
〇
件
は
日
伯
毎
日
新
聞
か
ら
の
転
載
で
あ
る
（
8
）。

残
り
二
十
七
件
の
う
ち

二
十
三
件
は
出
典
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
文
体
の
類
似
か
ら
日
伯
毎

日
新
聞
の
転
載
と
思
わ
れ
る
。

三
　「
ブ
ラ
ジ
ル
季
語
」
の
概
念

高
浜
虚
子
は
昭
和
十
一
年
の
渡
欧
の
折
に
、
他
国
に
も
独
特
の
自
然
が

あ
る
の
で
俳
句
を
移
植
す
る
の
は
可
能
だ
、
と
述
べ
つ
つ
、
他
方
で
は
フ

ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
台
湾
の
歳
時
記
を
作
っ
て
も
い
い
が
日
本
の
歳
時

記
を
中
心
に
す
べ
き
だ
、
と
も
述
べ
て
い
る
（
9
）。

し
か
し
現
地
の
俳
人
か
ら

す
れ
ば
、
外
国
で
現
地
に
合
わ
せ
た
季
語
を
作
ろ
う
と
し
て
も
季
語
は
扱

い
が
難
し
く
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
い
傾
向
に
あ
る
）
10
（

。
俳
句
の
国
際
化
を
推

進
す
る
に
あ
た
っ
て
、
日
本
の
季
語
を
そ
の
ま
ま
押
し
付
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
、
と
い
う
指
摘
は
佐
藤
（
一
九
九
五
）、「
松
山
宣
言
」（
有
馬
他
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一
九
九
九
）
な
ど
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
れ
を
実
践
と
と
も
に
理
論
化
し

た
点
が
、
増
田
恆
河
の
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
へ
の
貢
献
で
あ
り
、
世
界
的

に
見
て
他
国
に
見
ら
れ
な
い
展
開
で
あ
る
）
11
（

。

　
増
田
恆
河
は
、
一
九
九
四
年
に
「
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
ハ
イ
カ
イ
の
近

況
」（
『
俳
句
文
学
館
紀
要
』
八
）、
一
九
九
六
年
に
「
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け

る
ハ
イ
カ
イ
の
季
語
」（
『
俳
句
文
学
館
紀
要
』
九
）
の
二
論
文
を
発
表

す
る
。
こ
れ
ら
は
、
一
九
八
六
年
以
降
の
グ
レ
ミ
オ
・
ハ
イ
カ
イ
・
イ
ペ
ー

の
活
動
史
を
中
心
に
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
の
近
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
白
石
（
二
〇
二
一
ｂ
）
に
よ
れ
ば
、
二
論
文
で
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ

て
い
る
増
田
の
季
語
に
つ
い
て
の
理
念
は
「
ハ
イ
カ
イ
は
日
本
の
模
倣
で

は
な
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
自
然
を
諷
詠
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
短
詩
で
あ
る
」
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

　
増
田
恆
河
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
季
語
論
を
持
つ
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
本
章
で
は
、
最
初
に
彼
の
季
語
論
の
前
提
と
な
る
、
日
系
俳
句
に
お

け
る
「
ブ
ラ
ジ
ル
季
語
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
先
行
研
究
と
『
雪
』
に

依
拠
し
な
が
ら
整
理
し
た
い
。

　「
ブ
ラ
ジ
ル
季
語
」
と
は
、
簡
単
に
言
え
ば
ブ
ラ
ジ
ル
独
自
の
自
然
・

風
物
を
取
り
入
れ
た
季
語
で
あ
る
。
藤
原
マ
リ
子
は
、
佐
藤
牛
童
子
編

『
ブ
ラ
ジ
ル
歳
時
記
』（
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
日
毎
叢
書
、
二
〇
〇
六
年
）
を
日

本
の
歳
時
記
と
比
較
し
詳
細
な
分
析
を
行
っ
た
。
総
季
題
数
の
約
三
分
の

一
が
ブ
ラ
ジ
ル
独
自
の
季
題
で
、「
イ
ペ
ー
（
花
の
名
前
）
」「
ピ
ラ
ル
ク
ー

（
魚
の
名
前
）
」
な
ど
ブ
ラ
ジ
ル
特
有
の
動
植
物
、「
雨
季
」「
南
十
字
星
」

な
ど
ブ
ラ
ジ
ル
特
有
の
気
候
、
天
文
、「
初
ミ
サ
」「
奴
隷
解
放
の
日
」
な

ど
キ
リ
ス
ト
教
・
ブ
ラ
ジ
ル
の
記
念
日
、「
念
腹
忌
」
の
よ
う
な
ブ
ラ
ジ

ル
俳
人
の
忌
日
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
）
12
（

。
細
川
周
平
は
、
俳
句
界
に
伝
承
さ

れ
た
季
節
感
に
よ
っ
て
日
系
移
民
が
新
し
い
風
土
を
解
釈
し
、
自
分
た
ち

の
も
の
に
咀
嚼
し
、
詩
的
言
語
の
体
系
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
ブ
ラ

ジ
ル
季
語
が
成
立
し
た
の
だ
と
す
る
。
亜
熱
帯
の
動
植
物
や
行
事
だ
け
で

な
く
、
コ
ー
ヒ
ー
・
綿
花
栽
培
な
ど
の
農
事
の
季
語
を
ブ
ラ
ジ
ル
季
語
と

し
て
挙
げ
て
い
る
。「
ブ
ラ
ジ
ル
季
語
は
日
本
か
ら
見
れ
ば
異
国
趣
味
だ

が
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
見
れ
ば
母
国
の
俳
句
体
系
か
ら
の
小
さ
な
離
陸
で
あ

る
」
と
細
川
は
述
べ
る
）
13
（

。

　
つ
ま
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
季
語
は
、
日
系
移
民
が
日
本
の
俳
人
の
眼
差
し
で

ブ
ラ
ジ
ル
の
自
然
か
ら
見
出
し
た
季
語
の
体
系
だ
と
言
え
る
。
し
か
も
そ

れ
は
、
日
本
人
の
海
外
詠
と
は
異
な
り
、
年
月
を
か
け
て
言
葉
を
集
団

（
日
系
社
会
あ
る
い
は
結
社
）
で
内
化
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
佐
藤
念

腹
は
一
九
四
八
年
に
『
木
蔭
』
を
創
刊
し
た
際
、
戦
前
の
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』

の
編
集
方
針
に
倣
い
「
季
題
研
究
」
の
頁
を
設
け
た
。
さ
ら
に
、『
木
蔭
』

二
〇
〇
号
（
第
十
七
巻
八
号
、
一
九
六
五
年
七
月
）
を
節
目
に
、『
ホ
ト

ト
ギ
ス
雑
詠
選
集
』
と
同
様
の
『
木
蔭
雑
詠
選
集
』
と
、『
虚
子
編
新
歳

時
記
』
を
参
考
と
し
た
念
腹
編
『
ブ
ラ
ジ
ル
歳
時
記
』
の
編
纂
を
目
指
し

た
。
ブ
ラ
ジ
ル
季
語
は
、
結
社
で
の
ブ
ラ
ジ
ル
季
題
候
補
の
提
案
、
ブ
ラ
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ジ
ル
季
題
で
の
投
句
と
季
題
の
選
抜
、
季
題
解
説
の
地
道
な
積
み
重
ね
の

サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
経
緯
は
蒲
原
宏
『
畑
打
っ
て

俳
諧
国
を
拓
く
べ
し
―
佐
藤
念
腹
評
伝
』（
新
潟
市
、
大
創
パ
ブ
リ
ッ
シ

ン
グ
、
二
〇
二
〇
年
）
に
詳
し
い
。

　『
雪
』
で
は
、
創
刊
当
初
か
ら
村
松
紅
花
が
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
同
人

の
投
句
を
理
解
す
る
た
め
に
「
個
人
的
な
希
望
で
あ
る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル

季
語
集
も
し
く
は
ブ
ラ
ジ
ル
歳
時
記
の
よ
う
な
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

（
『
雪
』
二
号
、
一
九
七
七
年
十
一
月
）
と
発
言
し
て
い
る
。
ま
た
「
放
牧
」

「
オ
リ
オ
ン
」
な
ど
新
し
い
季
語
の
提
案
（
『
雪
』
四
号
、
一
九
七
八
年

一
月
、
七
号
、
一
九
七
八
年
四
月
）
を
行
う
な
ど
、
ブ
ラ
ジ
ル
季
語
へ
の

強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
記
述
も
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
ブ
ラ
ジ
ル
季
語
」
へ
の
関
心
が
日
本
の
結
社
『
雪
』
に

も
共
有
・
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
。『
雪
』
の
選
集

で
あ
る
『
雪
　
春
夏
秋
冬
』（
東
京
、
永
田
書
房
、
一
九
九
二
年
）
に
は
、

番
外
編
的
に
「
ブ
ラ
ジ
ル
季
語
編
」
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
季
語
の
項
目
と
例

句
が
八
頁
（
四
〇
七
〜
四
一
四
頁
）
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
同
書
よ

り
い
く
つ
か
季
語
と
例
句
を
紹
介
す
る
。

　
　
秋
　
新
ピ
ン
ガ
　
日
雇
の
機
嫌
直
り
し
新
ピ
ン
ガ 

栗
原
て
る
子

　
　
冬
　
珈
琲
採
り
　
霜
焼
け
の
枝
を
い
た
は
り
珈
琲
も
ぐ 

佐
藤
孝
子

　
　
春
　
獏
の
恋
　
　
水
牛
に
ぶ
つ
か
り
も
し
て
獏
の
恋 

大
熊
秋
楓
子

　
　
夏
　
マ
ン
ガ
　
　
混
血
も
詮
な
か
り
し
よ
マ
ン
ガ
熟
る

 

栗
原
義
人
堂

四
季
は
秋
（
二
月
）
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
一
句
目
、「
ピ
ン
ガ
」
は

ブ
ラ
ジ
ル
の
代
表
的
な
酒
で
、
日
本
の
季
語
の
「
新
酒
」
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
季
語
。
二
句
目
、「
珈
琲
」
は
カ
フ
ェ
ー
と
三
拍
で
読
む
。
ブ
ラ
ジ
ル

移
民
の
農
作
業
の
様
子
を
詠
む
。
三
句
目
は
、
猫
の
恋
を
転
じ
た
「
獏
の

恋
」。
四
句
目
の
「
マ
ン
ガ
」
は
マ
ン
ゴ
ー
。
恣
意
的
に
選
ん
だ
が
、
ど

れ
も
日
本
的
な
視
点
か
ら
季
語
が
見
出
さ
れ
、
か
つ
ブ
ラ
ジ
ル
的
な
季
節

感
や
取
り
合
わ
せ
の
妙
が
う
か
が
え
る
。

　
一
九
八
一
年
に
は
、『
木
蔭
』『
雪
』
の
同
人
で
あ
る
梶
本
北
民
の
『
ブ

ラ
ジ
ル
季
寄
せ
』（
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
日
伯
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
一
年
）

が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
『
ブ
ラ
ジ
ル
季
寄
せ
』
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
季
題
に
星

印
を
つ
け
て
い
る
点
が
画
期
的
で
あ
る
）
14
（

。『
雪
』
四
十
九
号
（
一
九
八
一

年
一
〇
月
）
の
記
事
（
村
松
紅
花
に
よ
る
著
書
紹
介
）
で
、
村
松
は
『
ブ

ラ
ジ
ル
季
寄
せ
』
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

一
年
の
季
節
や
行
事
の
移
り
変
り
に
詩
を
感
じ
、
詠
う
と
い
う
日
本

の
文
化
が
、
こ
う
い
う
書
物
（
や
が
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
訳
さ
れ
た

り
し
て
）
に
よ
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
興
味
を
引
き
、
ブ
ラ
ジ
ル
文
化

の
一
異
彩
と
し
て
と
り
入
れ
ら
れ
る
日
も
来
る
で
あ
ろ
う
。
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著
者
梶
本
北
民
氏
が
考
え
て
い
る
以
上
に
、
こ
れ
は
大
き
な
文
化

的
事
業
で
あ
る
。（
九
十
八
頁
）

村
松
は
日
本
文
化
が
ブ
ラ
ジ
ル
文
化
の
一
部
と
な
る
日
を
予
想
し
、

こ
の
歳
時
記
を
日
系
俳
句
や
日
系
社
会
側
か
ら
の
視
点
か
ら
だ
け
で
な

く
ブ
ラ
ジ
ル
側
か
ら
の
視
点
で
も
評
価
し
て
い
る
。
村
松
に
は
他
に
も

「
ブ
ラ
ジ
ル
文
化
」
と
い
う
表
現
を
使
用
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。『
雪
』

四
十
四
号
（
一
九
八
一
年
五
月
）
巻
頭
言
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
俳
句
が
生

き
の
び
「
日
本
文
化
が
浸
透
す
る
こ
と
は
ブ
ラ
ジ
ル
文
化
の
多
様
化
の
た

め
に
も
好
ま
し
い
」
と
述
べ
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
俳
句
の
普
及
が
日
系
人
の

た
め
だ
け
で
な
く
ブ
ラ
ジ
ル
の
文
化
に
も
貢
献
す
る
と
の
見
方
を
示
す
。

　
村
松
の
ブ
ラ
ジ
ル
側
か
ら
の
視
点
と
い
う
の
は
、
俳
句
の
国
際
化
に
早

く
か
ら
関
心
を
抱
い
て
い
た
村
松
な
ら
で
は
の
視
点
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
例
え
ば
、
佐
藤
念
腹
編
『
木
蔭
雑
詠
選
集
』（
一
九
七
九
）
の
「
あ

と
が
き
」
に
は
、「
亜
熱
帯
育
ち
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
、
元
々
季
節
の
変
化

な
ど
に
気
が
付
か
ず
（
中
略
）
私
は
曾
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
四
季
は
日
本
移

民
が
発
見
し
た
と
言
っ
た
が
、
俳
句
の
季
題
を
ブ
ラ
ジ
ル
に
開
発
し
た
の

も
、
我
々
日
本
移
民
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
日
本

の
移
民
の
文
化
と
し
て
俳
句
を
誇
る
言
説
は
見
ら
れ
る
が
、
俳
句
を
ブ
ラ

ジ
ル
文
化
へ
の
貢
献
と
す
る
言
説
は
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
移
民
に
は
こ
れ
ま
で

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
念
腹
を
含
め
移
民
の
多
く
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
住
み
な
が

ら
望
郷
の
念
で
日
本
の
方
向
を
向
い
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
前
段
落
で

触
れ
た
日
本
の
村
松
の
視
点
が
、
前
掲
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
ハ
イ
カ
イ
」
の
引

用
に
あ
る
「
俳
句
の
『
ブ
ラ
ジ
ル
化
』
」
や
後
で
論
じ
る
増
田
恆
河
の
季

語
論
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

四
　
増
田
恆
河
の
季
語
論
の
変
容
と
『
雪
』
の
関
わ
り

　
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
ブ
ラ
ジ
ル
季
語
」
は
、
日
系
移
民
の
視
点
か

ら
体
系
づ
け
ら
れ
た
季
語
で
あ
る
が
、
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
所
在

は
複
雑
で
あ
る
。
虚
子
の
伝
統
俳
句
（
＝
花
鳥
諷
詠
）
的
な
視
点
か
ら
日

本
語
で
句
詠
す
る
点
で
は
日
本
由
来
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
強
い
が
、

見
出
さ
れ
た
も
の
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
自
然
で
あ
り
ブ
ラ
ジ
ル
生
活
の
営
み
で

あ
る
。
増
田
は
コ
ロ
ニ
ア
俳
句
（
日
系
俳
句
）
で
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、

日
本
語
で
は
な
く
コ
ロ
ニ
ア
語
、
つ
ま
り
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
と
日
本
語
の
ピ

ジ
ン
で
あ
り
、
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
は
も
は
や
外
来

語
で
は
な
く
日
本
人
に
と
っ
て
の
日
本
語
と
同
じ
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い

る
（
「
ポ
句
は
花
盛
り
」『
雪
』
五
十
八
号
、
一
九
八
二
年
七
月
）。
増
田
恆

河
は
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
に
花
鳥
諷
詠
を
移
植
す
る
に
あ
た
り
、
日
系
俳

句
や
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
を
ど
の
よ
う
な
視
点
で
み
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
一
九
八
七
年
の
村
松
宛
年
賀
状
で
あ
る
増
田
恆
河
「
ブ
ラ
ジ
ル
便
り
」

（
『
雪
』
一
一
五
号
、
一
九
八
七
年
四
月
）
に
は
、
一
九
八
六
年
の
十
二

月
に
行
わ
れ
た
第
一
回
ハ
イ
カ
イ
集
会
の
様
子
を
報
告
し
た
後
、
次
の
よ
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う
に
述
べ
て
い
る
。

私
が
予
想
し
ま
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
ハ
イ
カ
イ
の
流
行
が
意
外

に
早
く
始
ま
り
ま
し
て
驚
い
て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
出
来

る
限
り
「
有
季
ハ
イ
カ
イ
」
を
根
付
け
て
置
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
も
し
虚
子
先
生
の
俳
論
（
英
文
、
ま
た
は
仏
文
）
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
コ
ピ
ー
を
お
送
り
頂
き
た
く
、
そ
れ
を
翻
訳
し
ま
し
て
広
く

紹
介
致
し
た
い
と
希
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
発
言
か
ら
は
、
虚
子
の
文
献
入
手
を
依
頼
す
る
な
ど
、
日
本
側
の

視
点
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
有
季
ハ
イ
カ
イ
を
「
根
付
け
る
」
と
述
べ
、
日
本
俳

句
の
視
点
を
そ
の
ま
ま
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
に
持
ち
込
も
う
と
す
る
意
図

が
見
ら
れ
る
。

　
一
方
、「
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
ハ
イ
カ
イ
の
季
語
」（
一
九
九
六
）
に
は
、

次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
七
年
四
月
の
グ

レ
ミ
オ
・
ハ
イ
カ
イ
・
イ
ペ
ー
の
例
会
で
、
季
語
と
は
何
か
、
と
の
質
問

を
受
け
、
増
田
が
「
四
季
を
代
表
す
る
季
節
の
言
葉
」
と
説
明
す
る
と
、

「
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
日
本
の
よ
う
な
四
季
が
な
い
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
は
朝
昼

晩
と
気
温
の
差
が
激
し
く
、
い
わ
ば
、
一
日
の
中
に
四
季
が
あ
る
よ
う
な

も
の
だ
」
と
反
駁
さ
れ
た
。
そ
こ
で
増
田
は
、
次
の
例
会
で
左
の
よ
う
な

や
り
と
り
を
す
る
。

次
の
例
会
に
出
席
し
た
折
、
年
間
に
一
度
だ
け
し
か
起
ら
な
い
事
象

に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
ま
ず
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
最
も
愛
好
す
る
イ
ペ
ー
（
国
花
）
を
と
り

あ
げ
「
イ
ペ
ー
は
年
間
に
何
回
咲
く
か
」
と
訊
い
た
と
こ
ろ
、「
一

回
だ
」
と
異
口
同
音
に
答
え
た
。「
で
は
、
い
つ
ご
ろ
咲
く
か
」
と

尋
ね
た
ら
、「
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
咲
き
、
独
立
記
念
日
（
９

月
７
日
）
前
後
が
最
も
美
し
い
」
と
い
う
。「
９
月
は
夏
で
す
か
」

と
い
う
質
問
に
は
、
考
え
た
末
に
「
春
だ
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

次
に
は
「
ナ
タ
ル
（
ク
リ
ス
マ
ス
）
は
年
に
何
回
あ
る
か
」
と
わ

ざ
と
と
ぼ
け
た
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、「
１
回
に
決
ま
っ
て
い
る
で

は
な
い
か
」
と
叱
責
さ
れ
た
。「
で
は
ナ
タ
ル
は
寒
い
季
節
か
」
と

の
問
い
に
は
、「
冗
談
じ
ゃ
な
い
。
12
月
25
日
の
暑
い
盛
り
だ
」
と
、

愚
問
を
笑
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
念
の
た
め
に
、「
パ
イ
ネ
イ
ラ
（
木

綿
樹
）
は
い
つ
ご
ろ
咲
く
か
」「
ジ
ュ
ニ
ー
ナ
祭
（
六
月
祭
）
は
…
」

と
問
い
か
け
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
秋
だ
」「
冬
だ
」
と
い
う
答

え
が
返
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
イ
ペ
ー
は
春
季
、
ナ
タ
ル
は
夏
季
、

パ
イ
ネ
イ
ラ
は
秋
季
、
ジ
ュ
ニ
ー
ナ
祭
は
冬
季
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、「
季
語
と
い
う
の
は
、
イ
ペ
ー
、
ナ
タ
ル
、

パ
イ
ネ
イ
ラ
、
ジ
ュ
ニ
ー
ナ
祭
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
を
代

表
す
る
自
然
現
象
や
行
事
を
指
す
の
で
あ
る
。」
と
解
説
し
た
の
で
、

出
席
者
一
同
が
納
得
し
た
。（
四
〜
五
頁
）
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グ
レ
ミ
オ
・
ハ
イ
カ
イ
・
イ
ペ
ー
の
メ
ン
バ
ー
は
、
増
田
恆
河
以
外
は

日
系
二
世
ま
た
は
非
日
系
（
日
系
以
外
の
）
ブ
ラ
ジ
ル
人
で
あ
り
、
右
の

や
り
と
り
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
議
論
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
報
告

を
読
む
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
に
季
語
を
持
ち
込
む
に
あ
た
っ
て
、
ブ

ラ
ジ
ル
人
に
季
語
の
概
念
が
な
か
な
か
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
様
子
が
う
か

が
え
る
。
グ
レ
ミ
オ
・
ハ
イ
カ
イ
・
イ
ペ
ー
は
、
ハ
イ
カ
イ
（
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
の
俳
句
）
に
つ
い
て
の
研
究
会
だ
っ
た
の
だ
が
、
季
語
研
究
を
深
め

る
う
ち
に
、
季
題
の
ハ
イ
カ
イ
を
持
ち
寄
る
「
コ
ロ
ニ
ア
で
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
俳
句
会
と
同
じ
形
式
の
句
会
」（
「
柿
育
つ
ご
と
く
…
―
伝
統
俳

句
の
ブ
ラ
ジ
ル
化
―
」『
雪
』
一
五
五
号
、
一
九
九
〇
年
八
月
）
も
並
行

し
て
行
わ
れ
た
。
念
腹
の
古
く
か
ら
の
門
人
で
あ
る
増
田
は
、
前
章
で
説

明
し
た
『
木
蔭
』
で
の
季
題
研
究
の
方
法
を
こ
こ
で
踏
襲
し
て
い
る
と
い

え
る
。
さ
ら
に
、「
日
本
人
が
及
び
も
つ
か
ぬ
着
想
の
句
が
現
れ
る
の
で

非
常
に
面
白
い
。
こ
れ
を
つ
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
ハ
イ
カ

イ
ス
タ
の
間
の
季
題
に
関
す
る
概
念
が
次
第
に
浸
透
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
る
」（
『
雪
』
一
五
五
号
）
と
述
べ
て
い
る
。

日
本
で
は
な
く
ブ
ラ
ジ
ル
の
視
点
か
ら
の
言
説
が
現
れ
て
く
る
の
は
、

日
系
人
の
日
本
へ
の
デ
カ
セ
ギ
ブ
ー
ム
が
起
こ
る
一
九
九
〇
年
頃
か
ら

で
あ
る
。
増
田
恆
河
「
俳
句
に
よ
る
国
際
交
流
」（
『
雪
』
一
六
三
号
、

一
九
九
一
年
四
月
、
一
九
九
〇
年
六
月
二
十
九
日
記
）
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

ハ
イ
カ
イ
は
日
本
の
俳
句
の
模
倣
で
は
な
い
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
自
然
を
通
し

て
生
ま
れ
る
花
鳥
諷
詠
詩
で
あ
り
、
日
本
的
態
度
を
避
け
る
べ
き
、
と
述

べ
て
い
る
）
15
（

。

　
一
九
九
一
年
に
は
、
増
田
恆
河
の
有
季
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
の
活
動
に

影
響
を
与
え
た
『
雪
』
関
連
の
二
つ
の
出
来
事
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、『
雪
』

一
六
二
号
（
一
九
九
一
年
三
月
）
の
村
松
紅
花
の
巻
頭
言
で
あ
る
。「
外

国
人
に
季
語
を
ど
う
説
明
す
る
か
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
俳
句
が
自
然

賛
美
の
詩
で
あ
る
と
同
時
に
無
常
の
文
学
で
あ
る
、
と
述
べ
た
あ
と
、
さ

ら
に
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

あ
る
人
か
ら
俳
句
に
季
語
が
必
要
な
こ
と
を
、
外
国
人
に
ど
う
説
明

す
れ
ば
よ
い
か
、
と
い
う
質
問
を
受
け
た
。
右
の
よ
う
に
答
え
て
み

て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ
の
場
合
、
四
つ
の
季
節
を
峻
別
す
る
必
要

は
な
い
。
乾
季
と
雨
季
と
い
う
二
季
の
地
方
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
三

季
の
地
方
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
要
は
自
然
界
の
運
行
の
中
で
、
そ
の
開
落
生
起
す
る
現
象
を
介
し

て
自
己
の
感
情
を
詠
う
。
そ
れ
は
大
自
然
を
前
に
し
た
極
小
の
自
己

を
詠
う
詩
で
あ
り
、
一
転
し
て
大
自
然
と
一
体
と
な
っ
た
、
永
遠
の

生
命
の
歓
び
を
詠
う
詩
で
あ
る
、
と
説
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

「
あ
る
人
」
が
増
田
恆
河
を
指
す
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

内
容
的
に
ブ
ラ
ジ
ル
を
意
識
し
た
発
言
で
あ
る
。
村
松
の
巻
頭
言
は
、
グ
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レ
ミ
オ
・
ハ
イ
カ
イ
・
イ
ペ
ー
の
四
季
別
選
集
『
四
季
』（
‘

As Q
uatro 

Estações

’

; 1991

）
の
序
文
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
グ
レ
ミ
オ
・
ハ
イ
カ

イ
・
イ
ペ
ー
の
季
語
の
考
え
方
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。「
無
常
の
文
学
」

「
大
自
然
と
一
体
」
と
い
う
考
え
方
は
、『
雪
』
で
連
載
さ
れ
て
い
た
ブ
ラ

イ
ス
の
思
想
に
近
く
、
海
外
で
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
と
思
わ
れ
る
。

　
も
う
一
つ
の
出
来
事
は
、
二
度
目
の
『
雪
』
一
団
の
訪
伯
（
八
月

二
十
三
日
〜
九
月
六
日
）
で
あ
る
。
村
松
も
同
行
し
て
お
り
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
の
日
本
文
化
紹
介
雑
誌
『
ポ
ル
タ
ー
ル
』
一
九
九
一
年
十
一
・
十
二

月
号
に
、
ハ
イ
カ
イ
と
季
語
に
つ
い
て
の
村
松
紅
花
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
を
増
田
が
日
本
語
訳
し
た
記
事
（
「
キ
ゴ
ロ

ジ
ー
ア
（
季
語
論
）
」
）
が
『
雪
』
一
七
六
号
（
一
九
九
二
年
五
月
）
に
あ
る
。

非
日
本
人
も
季
語
を
知
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
い
か
な
る
文
化
の
中
で
も

季
語
が
発
達
す
る
こ
と
な
ど
の
村
松
の
発
言
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
村
松
の
巻
頭
言
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
の
発
言
は
、
こ
の
後
増
田
が

述
べ
て
い
る
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ハ
イ
カ
イ
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
自
然
を
詠
む
短
詩

で
あ
る
、
と
い
う
主
張
に
重
な
る
部
分
が
多
い
。
こ
れ
は
村
松
の
発
言
が

増
田
の
季
語
論
を
エ
ン
パ
ワ
ー
し
た
と
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。『
雪
』
一
七
六
号
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
ブ
ラ
ジ
ル
の

雑
誌
『
ポ
ル
タ
ー
ル
』
に
掲
載
さ
れ
た
と
き
の
反
響
は
大
き
か
っ
た
そ
う

だ
。
第
三
章
で
述
べ
た
「
ブ
ラ
ジ
ル
文
化
」
の
視
点
も
含
め
、
村
松
紅
花

が
増
田
の
季
語
論
形
成
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
と
言
え
よ
う
。

　
増
田
恆
河
は
、
当
初
、
日
系
俳
句
雑
誌
『
木
蔭
』
の
花
鳥
諷
詠
（
季
語

重
視
）
の
考
え
方
を
継
承
し
、
そ
れ
を
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
に
そ
の
ま
ま

移
植
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
グ
レ
ミ
オ
・
ハ
イ
カ
イ
・
イ
ペ
ー
で
の

季
語
研
究
の
や
り
と
り
を
通
し
て
、
日
本
の
季
語
の
模
倣
や
押
し
付
け
で

は
な
く
ブ
ラ
ジ
ル
側
の
視
点
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
の
自
然
を
詠
む
の
が
ハ
イ
カ

イ
だ
、
と
い
う
意
識
が
生
ま
れ
、
増
田
の
季
語
論
が
形
成
さ
れ
た
。
そ

の
プ
ロ
セ
ス
が
、『
雪
』
に
お
け
る
増
田
恆
河
の
記
事
か
ら
読
み
取
れ
る
。

ま
た
、
主
宰
村
松
紅
花
の
存
在
や
俳
句
雑
誌
『
雪
』
の
国
際
的
な
雰
囲
気

が
増
田
の
季
語
論
の
変
容
を
促
す
触
媒
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
る
。

五
　
二
つ
の
歳
時
記
と
有
季
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
の
季
語
観

　
増
田
恆
河
の
季
語
論
と
し
て
は
、「
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
ハ
イ
カ
イ
の

近
況
」「
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
ハ
イ
カ
イ
の
季
語
」
の
他
に
、
増
田
恆
河

編
日
本
語
歳
時
記
『
自
然
諷
詠
』
の
中
に
あ
る
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
季
語
」
と

い
う
評
論
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
季
語
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。
雷
と
い
う
季
語
は
日
本
の
季
語
に
も
あ
る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

雷
と
日
本
の
雷
は
違
う
か
ら
「
雷
」
の
語
の
解
釈
が
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
で

異
な
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
特
有
の
季
語
だ
け
で
な
く
日
本
の
季
語
も
、
す
べ
て

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
季
語
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
、
と
主
張

す
る
。
さ
ら
に
最
後
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ハ
イ
カ
イ
発
展
の
た
め
に
も
季
語

の
研
究
が
重
要
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
文
化
の
向
上
に
寄
与
し
た
い
、
と
ブ
ラ
ジ
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ル
側
か
ら
の
視
点
の
叙
述
で
締
め
括
る
。
日
系
俳
句
の
歳
時
記
の
文
脈
の

中
で
の
発
言
だ
が
、
増
田
の
有
季
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
で
の
活
動
が
反
映

さ
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
季
語
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
つ
け
秋
や
一
月

で
は
な
く
春
か
ら
始
め
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
語
ブ
ラ
ジ
ル
歳
時
記

に
は
な
い
特
色
で
あ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
文
化
全
体
を
意
識
し
て
い
る
。
藤
原

や
細
川
は
こ
の
論
を
日
系
俳
句
の
視
点
か
ら
意
味
づ
け
て
分
析
し
て
い
る

が
、
増
田
の
こ
の
論
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
の
側
か
ら
「
ブ
ラ
ジ
ル
季

語
」
を
位
置
付
け
た
論
と
し
て
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
筆
者
の

立
場
で
あ
る
。

増
田
恆
河
の
有
季
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
に
お
け
る
季
語
論
と
し
て

は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
歳
時
記
『Natureza- Berço  D

o H
aicai

』
巻
末

の
評
論
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
“O haiku é o poem

a que can
ta 

em
 louvor da n

atureza do Japão. O
 haicai é o poem

a que 

can
ta em

 louvor da n
atureza do B

rasil. P
or isso, o haicai 

n
ão é copia do haiku.

”（Natureza;p. 259

）（
俳
句
は
日
本
の
自
然

を
称
賛
し
て
歌
う
詩
だ
。
ハ
イ
カ
イ
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
自
然
を
称
賛
し
て

歌
う
詩
だ
。
だ
か
ら
、
ハ
イ
カ
イ
は
俳
句
の
模
写
で
は
な
い
の
だ
。）
と
、

日
本
の
俳
句
と
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
を
明
確
に
区
別
し
て
扱
っ
て
い
る
。

ま
た
続
い
て
、
“O n

osso haicai tem
 sua própria iden

tidade, do 

pon
to de vista do tem

a, da m
étrica e do con

teúdo. P
orque 

a origem
 do tem

a do h
aicai reside n

as pecu
liaridades da 

n
atureza brasileira, para cada qual se associa um

 term
o de 

estação, ou seja, o kigo 

（em
 japon

ês

）.

” （Natureza;p. 259

）（
私

た
ち
の
ハ
イ
カ
イ
は
テ
ー
マ
、
韻
律
と
、
内
容
の
面
を
み
て
特
定
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
も
っ
て
い
る
。
ハ
イ
カ
イ
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
ブ
ラ

ジ
ル
の
自
然
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
各
ハ
イ
カ
イ
に
季
節
の
言
葉
（
日
本
語

で
）
季
語
が
付
い
て
い
る
。）
と
、
グ
レ
ミ
オ
・
ハ
イ
カ
イ
・
イ
ペ
ー
の

ハ
イ
カ
イ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
自
然
・
季
語
に
あ
る
こ

と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
日
系
俳
句
側
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ

イ
側
へ
の
増
田
の
視
点
の
転
換
が
う
か
が
え
る
。

　『
俳
句
文
学
館
紀
要
』
八
、九
号
と
『
自
然
諷
詠
』、『N

atureza

』
が
出

版
さ
れ
た
の
は
、
一
九
九
四
年
か
ら
一
九
九
六
年
に
か
け
て
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
彼
の
有
季
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
の
活
動
か
ら
生
ま
れ
た
理
論
お
よ

び
実
践
の
大
き
な
成
果
で
あ
る
。
一
九
九
七
年
以
降
の
「
根
を
下
ろ
し
た

季
語
」（
『
雪
』
二
三
九
号
、
一
九
九
七
年
八
月
）、「
大
地
に
育
つ
ハ
イ
カ

イ
」（
二
四
一
号
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
）
な
ど
の
増
田
恆
河
の
記
事
か

ら
は
、
有
季
ハ
イ
カ
イ
が
「
細
根
な
が
ら
も
し
っ
か
り
と
大
地
に
根
づ
い

た
」（
二
三
九
号
）
実
感
を
得
た
自
信
が
読
み
取
れ
る
。「
俳
句
は
世
界
の

詩
で
あ
る
」（
二
四
四
号
、
一
九
九
八
年
一
月
）
で
は
、「〝
日
本
文
化
の

鋳
型
〞
と
し
て
の
俳
句
を
そ
の
ま
ま
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
自
然
（
季
語
）
を
発
見
し
て
」
ハ
イ
ク
を
普
及
す
べ
き
だ
と
い

う
持
論
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
圏
で
最
初
に
季
語
が
根
づ
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い
た
の
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
あ
る
、
と
言
い
切
る
。

　
グ
レ
ミ
オ
・
ハ
イ
カ
イ
・
イ
ペ
ー
の
作
品
を
二
つ
紹
介
す
る
。

L
ibélu

la v
oan
do 

飛
ん
で
い
る
ト
ン
ボ

pára u
m
 in
stan
te e lan

ça 

一
瞬
止
ま
っ
て
地
面
に

su
a som

bra n
o ch
ão 

影
を
落
と
し
て
い
る

D
oce e ten

ro o in
h
am
e- 

甘
く
て
柔
ら
か
い
里
芋--

S
au
dade até do av

ô

　 
祖
父
が
恋
し
い

D
e pou

co sorrir

　 
笑
顔
が
少
な
い
（
祖
父
）

一
句
目
は
増
田
恆
河
の
作
品
で
あ
る
。
本
人
訳
は
「
飛
ぶ
蜻
蛉
止
ま

る
一
瞬
影
を
地
に
」
で
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
歳
時
記
『N

atureza

』

にlibélu
la

（
秋
・
動
物
）
の
例
句
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
雪
』

二
九
一
号
（
二
〇
〇
一
年
十
二
月
）
で
も
村
松
が
紹
介
し
て
い
る
。
二
句

目
は
増
田
の
後
を
引
き
継
い
で
グ
レ
ミ
オ
・
ハ
イ
カ
イ
・
イ
ペ
ー
を
主

導
す
る
オ
ダ
・
テ
ル
コ
（
一
九
四
五
〜
）
の
『
わ
が
ふ
る
さ
と
の
う
た
』

（
‘

W
aga furusato no uta:C

anção da terra natal'; 2015

）
と
い
う

作
品
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
一
行
目
末
の
ダ
ッ
シ
ュ
は
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ

イ
で
は
切
れ
字
の
役
割
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
増
田
の
死
後
、
グ
レ

ミ
オ
・
ハ
イ
カ
イ
・
イ
ペ
ー
の
活
動
は
増
田
の
姪
オ
ダ
・
テ
ル
コ
を
中
心

に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
全
土
に
多
く
の
ハ
イ
カ
イ
・
グ
ル
ー

プ
が
誕
生
し
、
句
集
の
出
版
や
子
ど
も
の
ハ
イ
カ
イ
教
育
な
ど
幅
広
い
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
（
二
〇
二
一
年
現
在
）。
日
本
語
を
話
す
一
世
移
民

の
世
代
が
ほ
と
ん
ど
去
り
日
系
俳
句
を
含
む
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
文
学
が
萎
み

ゆ
く
中
、
有
季
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
は
、
日
本
語
が
話
せ
な
く
な
っ
た
日

系
二
世
、
三
世
だ
け
で
な
く
非
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
も
参
加
で
き
る
ブ
ラ
ジ

ル
の
文
芸
、
文
化
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
増
田
恆
河
の
功
績

と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

六
　
本
論
文
の
意
義
と
今
後
の
課
題

以
上
、
日
本
の
俳
句
雑
誌
『
雪
』
で
得
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
、
増
田

恆
河
の
季
語
論
形
成
に
お
け
る
思
想
の
変
遷
過
程
を
分
析
し
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
グ
レ
ミ
オ
・
ハ
イ
カ
イ
・
イ
ペ
ー
で
の
活
動
に
お
い
て
日
系
二

世
や
非
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
の
対
話
を
通
し
て
増
田
の
季
語
論
が
変
容

し
、
ブ
ラ
ジ
ル
側
の
視
点
に
立
脚
し
た
季
語
論
を
形
成
し
た
こ
と
、
さ
ら

に
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
日
本
の
俳
句
雑
誌
『
雪
』
お
よ
び
主
宰
村
松
紅
花
が

影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

本
論
文
の
意
義
は
、
本
格
的
な
有
季
の
国
際
ハ
イ
ク
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
根

付
い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
こ
に
日
本
移
民
が
日
本
か
ら
の
支
援
を
受
け

な
が
ら
仲
介
行
為
を
行
な
っ
て
い
た
点
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。

日
系
人
が
国
際
ハ
イ
ク
に
関
わ
る
事
例
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
や
ア
メ
リ
カ
合
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衆
国
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
も
や
は
り
母
国
日
本
の
俳
壇
と
の
関
わ
り

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
16
（

。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
日
系
社
会
の
規
模
が
小
さ
く
、

ま
た
ア
メ
リ
カ
は
ハ
ワ
イ
な
ど
の
地
域
限
定
で
の
活
動
で
あ
る
。
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
と
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
日
本
人
研
究
者
が
介
入
し
て
そ
の
国
の
歳
時

記
を
構
築
す
る
動
き
が
あ
り
、
国
際
ハ
イ
ク
と
し
て
注
目
す
べ
き
展
開
で

あ
る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
ほ
ど
有
季
ハ
イ
ク
が
根
付
い
て
い
る
と
は
言
え
な
い
）
17
（

。

日
本
人
が
い
く
ら
現
地
に
合
わ
せ
た
季
語
を
許
容
し
た
と
し
て
も
、
季

語
は
そ
の
国
の
自
然
と
伝
統
的
な
詩
歌
の
蓄
積
か
ら
な
る
体
系
で
あ
り
、

『
木
陰
』
の
例
の
よ
う
に
集
団
で
の
地
道
な
努
力
を
必
要
と
す
る
。
言
語

が
異
な
れ
ば
な
お
さ
ら
、
現
地
の
人
だ
け
で
季
語
を
作
る
に
は
困
難
が
伴

う
。
有
季
の
良
し
悪
し
は
さ
て
お
き
、
季
語
を
持
ち
自
然
を
詠
む
国
際
ハ

イ
ク
の
あ
り
方
が
日
系
人
の
仲
介
あ
る
い
は
日
本
人
の
支
援
に
よ
っ
て
展

開
す
る
流
れ
は
国
際
ハ
イ
ク
の
可
能
性
を
拓
く
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
移

民
の
側
か
ら
言
え
ば
、
世
代
を
経
る
に
つ
れ
日
本
語
よ
り
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

が
優
勢
と
な
る
中
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
文
学
と
し
て
非
日
系
の
人
を
巻
き

込
み
な
が
ら
ハ
イ
カ
イ
（
俳
句
）
と
い
う
文
化
を
継
承
す
る
こ
と
に
は
大

き
な
意
義
が
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
に
お
け
る

増
田
恆
河
の
仲
介
行
為
の
事
例
は
世
界
に
例
が
な
い
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
日
本
語
文
献
だ
け
で
な
く
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
文

献
か
ら
実
作
や
評
論
を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

増
田
恆
河
の
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
に
お
け
る
活
動
が
日
本
の
俳
句
雑

誌
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
の
は
、
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
。
増
田
の

季
語
論
を
『
雪
』
の
記
事
、
手
紙
、
訪
伯
な
ど
で
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
し

て
い
た
村
松
紅
花
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
村
松
紅
花
も
ま
た
ブ
ラ

ジ
ル
文
化
に
寄
与
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
増
田
恆
河
に
と
っ
て

『
雪
』
は
、
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
拠
り
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
日

本
文
化
の
押
し
付
け
で
は
な
く
ブ
ラ
ジ
ル
側
か
ら
の
視
点
や
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
点
が
導
か
れ
文
化
の
共
創
を
醸
成
す
る
場
で
あ
っ
た
。

注

（
1
）　
高
野
素
十
・
佐
藤
念
腹
と
関
係
の
深
い
中
田
み
ず
ほ
も

一
九
七
五
年
八
月
に
逝
去
、
中
田
主
宰
の
俳
誌
『
ま
は
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』
か
ら

『
雪
』
に
合
流
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人
も
多
か
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た
。

（
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）　H
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asu
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日
本
語
訳
は
『
自
然
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ハ
イ
カ
イ
の
揺
籃
　
季
語
集
と
例
句
集
』。

（
3
）　
エ
レ
ナ
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Ｈ
・
ト
イ
ダ
、「
ブ
ラ
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ル
に
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句
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〇
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十
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冨
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、
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に
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る
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イ
カ
イ
研
究
の
現
在
―
日
本
文
化
の
受
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容
・
展
開
の
一
様
相
」『
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
』、

第
九
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
、
一
二
八
〜
八
十
七
頁
。
久
冨
木
原

玲
、「
日
本
の
俳
諧
・
俳
句
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
の
ハ
イ
カ
イ
へ
―
日
本

文
化
の
特
異
性
と
新
展
開
」、『
愛
知
県
立
大
学
文
字
文
化
財
研
究

所
紀
要
』、
六
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
、
一
三
八
〜
一
二
〇
頁
。

（
4
）　
細
川
周
平
、「
季
語
の
な
い
国
―
ブ
ラ
ジ
ル
季
語
を
め
ぐ
っ

て
」
、『
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
文
学
Ⅱ
　
日
本
語
の
長
い
旅
﹇
評

論
﹈
』、（
東
京
、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
六
〇
一
〜
六
五
〇

頁
。
藤
原
マ
リ
子
、「
ブ
ラ
ジ
ル
の
歳
時
記
―
成
立
の
経
緯
と
特

徴
―
」
、『
国
際
歳
時
記
に
お
け
る
比
較
研
究
　
浮
遊
す
る
四
季

の
こ
と
ば
』、
東
聖
子
・
藤
原
マ
リ
子
編
、（
東
京
、
笠
間
書
院
、

二
〇
一
二
年
）、
三
八
六
〜
四
〇
八
頁
。

（
5
）　
白
石
佳
和
、「
『
自
然
諷
詠
』
とK

ig
olog
ia

を
め
ぐ
っ
て

―
日
系
俳
句
と
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
の
仲
介
者
増
田
恆
河
の

果
た
し
た
役
割
」
、M

últiplas faces de pesquisa japonesa 

internacional: integralização e C
onvergência. 1. ed

., 

M
U
K
A
I, Y
û
k
i; P
IN
H
E
IR
O
, K
im
ik
o
 U
ch
ig
a
sa
k
i; 

L
IR
A
, K
aoru

 T
an
aka de; L

IR
A
, M
arcu
s T
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ko 
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in
 press; 2021

）pp. 251- 266

（
二
〇
二
一
ａ
）。
白
石
佳
和
、「
季

語
を
め
ぐ
る
国
際
ハ
イ
ク
の
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
の

考
察
―
ブ
ラ
ジ
ル
ハ
イ
カ
イ
に
お
け
る
増
田
恆
河
の
仲
介
行
為
を

例
に
―
」、『
人
間
社
会
環
境
研
究
』、
第
四
十
二
号
（
二
〇
二
一
年

九
月
）、
四
十
九
〜
六
十
五
頁
（
二
〇
二
一
ｂ
）。

（
6
）　
Ｒ
・
Ｈ
・
ブ
ラ
イ
ス
著
、『
俳
句
』、
村
松
友
次
・
三
石
庸
子

共
訳
、
永
田
書
房
、
二
〇
〇
四
年
。
原
書
はB

ly
th
, R
eg
in
ald 

H
o
race. H

AIK
U

 Volum
e1 Eastern C

ulture. T
o
k
y
o
:  

H
oku
seido P

ress, 1949.

（
7
）　
新
潟
市
立
中
央
図
書
館
、
新
潟
県
立
図
書
館
に
お
い
て
『
雪
』

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
、
創
刊
号
か
ら
三
四
〇
号
（
二
〇
〇
六
年

一
月
号
）
ま
で
調
査
。

（
8
）　
一
九
四
九
年
創
立
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
の
日
系
新
聞
。
一
九
九
八

年
に
パ
ウ
リ
ス
タ
新
聞
と
合
併
し
ニ
ッ
ケ
イ
新
聞
と
な
る
。

（
9
）　
高
浜
虚
子
、『
渡
仏
日
記
』
、（
東
京
、
改
造
社
、
一
九
三
六

年
）、
四
六
八
頁
。
高
浜
虚
子
、「
熱
帯
季
題
小
論
補
遺
」、『
俳
論
・

俳
話
集
二
』
、
第
十
一
巻
、
定
本
高
濱
虛
子
全
集
、
全
十
五
巻
、

（
一
九
三
六
年
、
東
京
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
四
年
）、
三
一
三

頁
。
細
川
（
二
〇
一
三
）
に
も
熱
帯
季
語
に
つ
い
て
虚
子
の
論
に

つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。

（
10
）　
拙
著
（
二
〇
二
一
ｂ
）
五
十
一
頁
参
照
。
な
お
、
世
界
各
国
の

歳
時
記
・
季
語
へ
の
取
り
組
み
の
状
況
は
五
十
二
〜
五
十
四
頁
参

照
。
現
地
に
合
わ
せ
た
季
語
を
活
用
す
る
よ
う
日
本
人
が
提
唱
し
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て
も
、
現
地
で
実
践
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
。

（
11
）　
佐
藤
和
夫
、「
西
洋
人
と
俳
句
の
理
解
―
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
」、

『
日
本
語
学
』
第
十
四
巻
第
一
号
（
一
九
九
五
年
一
月
）、
十
五
頁
。

有
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人
・
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ャ
ッ
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・
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pdf

、1999

　（2022. 1. 26

確
認
）、
四
頁
。

（
12
）　
前
掲
藤
原
（
二
〇
一
二
）、
四
〇
〇
〜
四
〇
五
頁
。
な
お
本
論

文
で
は
季
題
と
季
語
の
区
別
の
問
題
は
扱
わ
な
い
。

（
13
）　
前
掲
細
川
（
二
〇
一
三
）、
六
〇
三
頁
。

（
14
）　
前
掲
細
川
（
二
〇
一
三
）
六
一
八
頁
。

（
15
）　
記
事
の
説
明
が
な
い
が
、『
日
伯
毎
日
新
聞
』
の
増
田
恆
河
担

当
の
コ
ラ
ム
「
ハ
イ
カ
イ
通
信
」
か
ら
の
転
載
と
思
わ
れ
る
。

（
16
）　
井
尻
香
代
子
、『
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
渡
っ
た
俳
句
』、（
東
京
、
丸

善
プ
ラ
ネ
ッ
ト
、
二
〇
一
九
年
）、
十
二
〜
十
三
頁
。
シ
ェ
ー
ロ
・

ク
ラ
ウ
リ
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、「
ア
メ
リ
カ
の
俳
句
に
お
け
る
季
語
」、
マ
カ
ー
ト

純
子
翻
訳
、『
国
際
歳
時
記
に
お
け
る
比
較
研
究
　
浮
遊
す
る
四

季
の
こ
と
ば
』、
東
聖
子
・
藤
原
マ
リ
子
編
、（
東
京
、
笠
間
書
院
、

二
〇
一
二
年
）、
一
六
八
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六
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頁
。

（
17
）　
前
掲
井
尻
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一
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、
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三
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五
頁
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【
付
記
】 

本
論
文
は
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「 

ブ
ラ
ジ

ル
国
際
俳
句
の
多
様
性
と
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
展
開
　
日
本
韻
文
史
と
の
か

か
わ
り
か
ら
　
」（
課
題
番
号
二
一
Ｈ
〇
〇
五
二
〇
）
の
交
付
を
受
け

て
行
っ
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
エ
ウ
ニ
セ
・
ス
エ
ナ
ガ

氏
、
向
井
裕
樹
氏
に
研
究
資
料
の
提
供
や
文
献
翻
訳
の
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。


